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APOBEC フ ァ ミ リ ー は 、 ヒ ト で は 11 種 類 が 知 ら れ て お り 、
H-X-E-X(23-25)-P-C-X(2-4)-C のアミノ酸配列からなるシチジンデアミナーゼ
モチーフを１つないし２つ持つことを共通の生化学的特徴としている（図１）。
ファミリー名の由来となった APOBEC1 (Apolipoprotein B100 RNA editing 
catalytic subunit-1) は、最初に単離されたファミリーメンバーであり (1)、ほ
乳類で RNA 編集を行う酵素として最も研究が進んでいるデアミナーゼの一つで
ある。APOBEC1は小腸や肝臓において Apolipoprotein Bの mRNA中のシトシンを
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